
  

 

 

 

5 『地域貢献を目

』と話

 

『海水浴客やお

』
 

 
 

代表　川村　太志さん 
た い  し 

はっぽう
秋田県八峰町

議会だより

（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

ポンポン山音楽祭実行委員会ポンポコ山音楽祭実行委員会
（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

編

集

後

記

　
今
、
我
々
人
類
は
、
思
い
が
け
な

い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
闘
い

に
直
面
し
て
い
る
。
自
粛
生
活
を
送

っ
て
い
る
方
、
仕
事
や
生
活
の
た
め

外
出
さ
れ
る
方
、
そ
れ
ぞ
れ
だ
と
思

い
ま
す
。
日
々
、
得
体
の
し
れ
な
い

敵
の
存
在
を
脅
威
に
感
じ
、
自
身
や

町
民
の
無
事
を
祈
り
、
国
も
町
も
出

来
得
る
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
出
来
事
は
、

改
め
て
〝
生
き
る
こ
と
〞〝
生
き
抜
く

こ
と
〞
の
難
し
さ
、
尊
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で

は
。

　
医
療
技
術
の
進
歩
を
う
け
て
、

「
人
生
100
年
時
代
」
に
あ
っ
て
も
、

自
身
や
人
類
が
健
康
で
あ
る
こ
と
、

年
齢
に
関
わ
ら
ず
、〝
今
、
こ
の
瞬

間
を
生
き
て
い
る
奇
跡
〞
は
、
か
け

が
え
の
な
い
こ
と
な
の
だ
。

　
感
染
対
策
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

大
切
な
こ
と
は
笑
っ
て
過
ご
す
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。
笑
う
こ
と
は
免
疫

力
ア
ッ
プ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
よ
。

（
記
　
山
本
優
人
）

●
議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
委
員
長
　
皆
　
川
　
鉄
　
也

　
副
委
員
長
　
笠
　
原
　
吉
　
範

　
委
　
　
員
　
山
　
本
　
優
　
人

　
　
　
　
　
　
奈
　
良
　
聡
　
子

　
　
腰
　
山
　
良
　
悦
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最盛期！キャベツの収穫
（６月中旬撮影）
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No.57
2020.７.22

（町を元気にする団体紹介シリーズ）No.5

ポンポコ山音楽祭実行委員会
実行委員長 伊勢　隼人さん 

　「ポンポコ山音楽祭」は、町村合併前の2001
年（Ｈ13）にその前身の「峰浜村ポンポコ山夏
祭り」をリニューアルして開催されました。プ
ロデューサーに、元オフコースのドラマーで小
坂町出身の大間ジロー氏を迎え、全国からバン
ドを募集し、審査に合格したバンドが出演する
というもので、当時としては珍しいイベントで
した。
　北海道から沖縄まで全国から応募があり、イ
ベント終了時には花火が打ち上げられ、賑やか
に開催されていました。
　2006年（Ｈ18）町村合併に伴い補助金が打
ち切りとなりましたが、広告協賛金を募り、規
模を縮小して峰栄館で開催しました。しかしそ
れまでのような集客ができず、資金難もあり
2008年（Ｈ20）を最後に実行委員会は解散と
なりました。
　その後、2012年（Ｈ24）町内で大間ジロー
氏のコンサートが開催され、その時に町内の若
者グループから、ポンポコ山音楽祭の復活を望

む声が上がり、再び実行委員会が結成されまし
た。
　町の協力を得て、広告協賛金を募り、翌
2013年（Ｈ25）に再スタートを切りました。
しかし休止している間に、県内各地で類似する
大規模な野外音楽フェスが立ち上がっており、
以前のような集客に至っていない現状です。
　そこで、幅広い年齢層に楽しんでいただける
イベントにするため、内容を見直して以前のよ
うな賑わいを取り戻したいと、今年の開催に向
けて協議を重ねて来ました。
　しかし、新型コロナウイルス感染拡大とい
う、誰もが想像することができなかった事態と
なり、今年の開催を断念したところです。
　伊勢隼人実行委員長は「来年以降開催できる
状況になれば、今年できなかった分、町民の皆
様に楽しんでいただけるイベントにしたい。」
と話していました。

（取材　笠原）

ポンポコ山音楽祭

表紙の写真
　まだ日が昇らない
朝４時から始まる、
キャベツ「北ひか
り」の収穫風景です。
　鮮緑色で葉が柔ら
かい春キャベツ「北
ひかり」、今年の収
穫はもう終わりまし
たが、機会がありま
したら是非ご賞味く
ださい。
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ハタハタ館存続に全力支援
観光振興基金から
１，５００万円貸し付けを
“全会一致”で可決

ハタハタ館存続に全力支援
観光振興基金から
１，５００万円貸し付けを
“全会一致”で可決

（令和２年度一般会計補正予算）

　

６
月
定
例
会
は
６
月
９

日（
火
）か
ら
12
日（
金
）の

４
日
間
の
日
程
で
開
催

し
、
条
例
改
正
や
補
正
予

算
等
の
議
案
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
請
願
１

件
、
陳
情
３
件
を
審
査
し

ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
６
人

が
登
壇
し
、
町
政
を
質
し

ま
し
た
。

﹇
補
正
の
内
容
﹈

　
ハ
タ
ハ
タ
の
里
観
光
事
業
（
株
）
へ
無
利
子
・
無
保

証
・
無
担
保
の
貸
付
金
と
し
て
１
５
０
０
万
円
。

　
返
済
は
、
元
金
５
年
据
え
置
き
で
、
そ
の
後
５
年
返

済
の
10
年
間
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　

１
５
０
０
万
円
の
貸
し
付
け
。
本
当
に
大
丈
夫
な

の
か
。
確
実
に
再
建
で
き
る
の
か
。
ハ
タ
ハ
タ
館
な
く

し
て
八
峰
町
で
な
い
よ
う
な
感
じ
で
見
て
い
る
の
で
コ

ロ
ナ
よ
り
も
恐
ろ
し
い
最
大
の
危
機
だ
。
再
建
の
方
策

に
つ
い
て
説
明
を
。

答　
現
在
、
県
の
支
援
策
（
宿
泊
券
と
飲
食
券
の
助
成

等
）
が
県
民
限
定
に
な
っ
て
い
る
。
私
と
し
て
は
県
外

の
人
も
含
め
て
支
援
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
が
タ

イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
。
ま
ず
、
経
営
改
善
計
画
を
き
ち

っ
と
実
行
す
る
こ
と
が
条
件
。

再
質
問　
（
役
場
）
職
員
挙
げ
て
誘
客
活
動
に
積
極
的

に
な
っ
て
も
ら
う
と
か
何
ら
か
の
手
段
を
や
っ
て
い
か

な
い
と
、
ハ
タ
ハ
タ
館
の
職
員
だ
け
で
は
や
り
き
れ
な

い
と
思
う
。

答　

６
月
２
日
課
長
会
議
を
開
催
し
た
際
お
願
い
を
し

て
い
る
。
町
民
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
こ
そ
の
ハ
タ
ハ
タ

館
で
あ
り
、
併
せ
て
町
長
と
し
て
ハ
タ
ハ
タ
館
の
方

に
、
心
か
ら
お
も
て
な
し
を
す
る
こ
と
で
気
持
ち
よ
く

お
客
さ
ん
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

も
注
文
を
つ
け
て
い
き
た
い
。

問　
こ
れ
は
貸
付
金
だ
か
ら
返
済
し
て
も
ら
わ
な
い
と

困
る
。
ど
の
よ
う
な
形
で
返
済
を
す
る
予
定
か
。

答　
元
金
５
年
据
え
置
き
で
、
そ
の
後
５
年
で
返
し
て

も
ら
う
契
約
書
を
結
ぶ
。

再
質
問　
５
０
０
０
万
円
く
ら
い
貸
し
て
ハ
タ
ハ
タ
館

に
頑
張
っ
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
。
建
物
を
新
し
く
し

た
り
、
直
し
た
り
す
る
も
の
で
は
な
く
、
給
料
も
ち
ゃ

ん
と
出
す
か
ら
前
向
き
な
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
も
ら

う
。
人
件
費
削
減
で
は
到
底
立
ち
行
か
な
い
。

答　
基
本
的
に
は
給
料
は
高
く
な
い
け
れ
ど
も
社
会
保

険
と
か
み
ん
な
が
入
っ
て
い
る
。

　
た
だ
、
い
ず
れ
数
字
を
出
さ
な
い
と
こ
れ
か
ら
の
部

分
は
大
変
で
あ
る
。

問　
貸
し
付
け
る
に
は
返
済
計
画
を
立
て
る
の
は
常
識

だ
し
、
何
の
た
め
に
貸
し
付
け
て
ど
う
い
う
ふ
う
な
返

済
計
画
で
い
く
の
か
、
そ
の
部
分
を
一
筆
必
ず
約
束
を

取
っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
そ
の
内
容
を
（
議
員
た

ち
に
）
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
当
然
契
約
書
を
交
わ
す
。
据
え
置
き
５
年
で
５
年

間
で
返
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
が
、
返
さ
な
け
れ
ば

違
約
金
が
発
生
す
る
と
い
う
通
常
の
契
約
書
を
交
わ
す

予
定
で
あ
る
。
必
要
が
あ
れ
ば
そ
の
契
約
書
を
お
示
し

し
た
い
。

問　
商
売
と
い
う
も
の
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
が
非
常

に
大
事
。
コ
ロ
ナ
が
収
ま
っ
た
ら
一
人
ず
つ
順
番
に
10

日
く
ら
い
県
外
で
接
遇
の
勉
強
を
さ
せ
て
み
て
は
ど
う

か
。
そ
れ
が
不
可
能
だ
っ
た
ら
講
師
を
呼
ん
で
き
て
勉

強
さ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
が
ど
う
か
。

答　
会
社
の
方
に
実
行
に
移
す
よ
う
に
話
し
て
お
く
。

（
全
会
一
致
で
可
決
）

６月

た
だ

寡
婦
（
寡
夫
）
控
除
の
見
直
し
等
の
税

制
改
正
が
承
認
さ
れ
ま
し
た

（
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い
て
（
八
峰
町
税
条
例

等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
）
）

﹇
改
正
の
内
容（
一
部
）﹈

　
合
計
所
得
５
０
０
万
円
以
下
で
扶
養
す
る
子
ど
も
が

い
る
場
合
は
、
性
別
に
関
係
な
く
、
ま
た
、
未
婚
の
一

人
親
（
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
）
の
場
合
で
も
住
民
税
で
30

万
円
の
所
得
控
除
が
受
け
ら
れ
る
。

﹇
議
員
か
ら
町
へ（
質
疑
）﹈

問　
一
人
親
に
対
す
る
控
除
が
町
民
税
に
か
か
わ
る
も

の
も
あ
る
。
そ
れ
が
19
万
円
減
と
い
う
こ
と
だ
が
、
国

の
方
で
決
め
て
い
な
が
ら
地
方
自
治
体
に
税
収
減
の
負

担
を
か
け
る
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

答　
今
回
の
税
制
改
正
は
こ
れ
だ
け
で
な
く
様
々
な
分

野
で
い
ろ
い
ろ
な
改
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
は
、
町
の
税
収
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
か
分
析

し
て
い
な
い
。

こ
の
専
決
処
分
に
反
対
し
ま
す

見
上　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
企
業
が
地
方
自
治

体
に
寄
附
す
る
と
税
額
控
除
が
６
割
に
な
る
と
い
う
制

度
で
あ
る
。
企
業
が
地
方
自
治
体
に
寄
附
す
る
と
控
除

額
が
増
え
る
こ
と
で
、
企
業
と
地
方
自
治
体
の
癒
着
が

で
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
森
林
贈
与
税
の
見
直
し
は
、
低
額
所
得
者
か

ら
も
消
費
税
と
同
じ
よ
う
に
取
ら
れ
る
が
、
環
境
破
壊

し
二
酸
化
炭
素
を
排
出
す
る
企
業
側
に
負
担
を
求
め

ず
、
ほ
と
ん
ど
国
民
に
求
め
て
い
る
。

　
こ
う
い
う
企
業
優
先
、
国
民
に
は
負
担
が
重
く
な
る

税
制
に
対
し
て
反
対
を
す
る
。

（
賛
成
多
数
で
承
認
）

請
願
・
陳
情

採
択
さ
れ
た
陳
情

●
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
割
合
２

分
の
１
復
元
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
１
年
度
政
府

予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の
た
め
の
陳
情

（
提
出
者　
秋
田
県
教
職
員
組
合　
執
行
委
員
長　
櫻

田
憂
子
・
秋
田
県
教
職
員
組
合
能
代
山
本
支
部　
支
部

長　
丹
藤
毅
彦
）

（
全
会
一
致
で
採
択
）

衆
・
参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
、
文
部
科
学
大

臣
、
財
務
大
臣
、
総
務
大
臣
に
意
見
書
を
提
出

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

関
す
る
陳
情

（
提
出
者　
連
合
秋
田
能
代
地
域
協
議
会　
議
長　
石

岡
貢
）

（
全
会
一
致
で
採
択
）

内
閣
総
理
大
臣
、
内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大
臣
、
財
務

大
臣
、
経
済
産
業
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
地

方
創
生
規
制
改
革
担
当
・
経
済
財
政
政
策
担
当
）
に
意

見
書
を
提
出

継
続
審
査
と
な
っ
た
請
願
・
陳
情

●
秋
田
県
主
要
農
作
物
種
子
条
例
の
制
定
を
求
め
る
請

願
書

（
提
出
者　
食
と
緑
、
水
を
守
る
秋
田
県
労
働
市
民
会

議　
議
長　
石
田
寛　
紹
介
議
員　
皆
川
鉄
也
・
芹
田

正
嗣
）

●
日
米
地
位
協
定
の
抜
本
的
な
見
直
し
を
求
め
る
陳
情

（
提
出
者　
秋
田
県
平
和
委
員
会　
代
表
理
事　
川
野

辺
英
昭
）

賛否が分かれた議案・陳情の採択結果 ○：賛成　●：反対

賛否が分かれた議案・陳情を掲載しています。その他の議案はすべて全会一致で可決・承認されました。

議員氏名

議　案

議
決
結
果

門
脇
直
樹

皆
川
鉄
也

芦
崎
達
美

笠
原
吉
範

菊
地
　
薫

見
上
政
子

芹
田
正
嗣

須
藤
正
人

腰
山
良
悦

奈
良
聡
子

山
本
優
人

水
木
壽
保

専決処分の報告について（八峰町税
条例等の一部を改正する条例制定に
ついて）

 ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 承認

議
長
は
採
決
に
は

加
わ
り
ま
せ
ん
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町政を質す！！
ただ

６

一 般 質 問

第２期創生総合戦略会議風景

「
第
２
期
ま

ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」

の
策
定
委
員
は
「
第
１
期

創
生
総
合
戦
略
」
の
委
員

と
比
較
し
て
、
若
い
移
住

者
や
起
業
者
が
多
く
参
加

し
て
お
り
期
待
を
し
て
い

た
。
し
か
し
そ
の
内
容
を

見
て
み
る
と
、
第
１
期
創

生
総
合
戦
略
を
そ
の
ま
ま

引
用
し
た
部
分
が
多
く
、

目
新
し
い
施
策
に
乏
し
い
。

若
い
策
定
委
員
の
意
見
は

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

目
標
達
成
よ
り
も
冊
子
を

作
る
こ
と
が
目
的
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
。

「
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
は
国
・

県
・
市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
が

人
口
問
題
の
現
状
と
課
題

を
整
理
し
、
人
口
減
少
の

ス
ピ
ー
ド
を
抑
制
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
新笠原　吉範　議員

笠
原

町
長

第
2
期
創
生
総
合
戦
略

　
　
　
　
　
い
か
に
達
成

町
長
　

20
の
事
業
に
し
っ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
取
り
組
む

創
生
総
合
戦
略
で
は
、
将

来
目
標
人
口
を
見
直
し
、

頑
張
れ
ば
達
成
可
能
な
レ

ベ
ル
で
あ
る
八
峰
町
独
自

に
推
計
し
た
将
来
目
標
人

口
を
設
定
し
た
。

　
第
１
期
創
生
総
合
戦
略

に
掲
げ
て
い
た
事
業
に
つ

い
て
は
、
策
定
委
員
と
意

見
交
換
し
、
効
果
的
な
事

業
は
継
続
す
る
こ
と
と
し
、

効
果
が
な
か
っ
た
り
時
代

の
変
化
に
マ
ッ
チ
し
な
く

な
っ
た
も
の
は
削
除
や
修

正
を
行
っ
た
。
ま
た
こ
れ

ま
で
欠
け
て
い
た
と
思
わ

れ
る
事
業
を
新
規
に
盛
り

込
ん
だ
結
果
、
第
１
期
の

30
の
事
業
が
、
５
本
の
新

規
事
業
を
含
む
20
の
事
業

に
絞
り
込
ま
れ
て
い
る
。

第
１
期
の
約
半
分
の
事
業

が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

「
新
創
生
総

合
戦
略
」
目

標
達
成
の
た
め
の
最
重
要

課
題
と
、
そ
れ
に
取
り
組

む
町
長
の
考
え
は
。

20
の
事
業
に

し
っ
か
り
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
、

そ
の
結
果
を
毎
年
検
証
し
、

必
要
に
応
じ
修
正
や
新
た

な
取
り
組
み
を
加
え
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
。

　
人
口
減
少
問
題
は
特
効

薬
が
な
い
。
子
ど
も
を
増

や
す
こ
と
・
若
者
の
定

住
・
移
住
促
進
な
ど
答
え

は
分
か
っ
て
い
る
が
難
し

い
問
題
だ
。
結
婚
か
ら
子

育
て
ま
で
の
支
援
・
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
産
業
振

興
・
福
祉
や
医
療
・
交
流

人
口
や
観
光
振
興
な
ど
、

総
合
的
な
対
策
に
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
と
考
え
る
。

笠
原

町
長

一
般
質
問
と
は
？

　
一
般
質
問
は
、
議
員
個

人
が
町
の
事
務
の
執
行
状

況
や
将
来
に
対
す
る
考
え

方
な
ど
の
報
告
や
説
明
を

町
長
な
ど
に
求
め
、
町
政

執
行
に
お
け
る
所
見
や
疑

義
に
つ
い
て
質
問
で
き
る

も
の
で
す
。

　
本
町
で
は
、
効
率
的
な

議
会
運
営
の
た
め
質
問
す

る
議
員
が
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
質
問
の
趣
旨
な
ど
を

知
ら
せ
る
「
通
告
制
」
と

し
、
議
員
は
そ
の
内
容
に

添
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
質
問
時
間
は
１
人
に
つ

き
質
問
答
弁
を
含
め
55
分

以
内
で
完
了
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
再
質
問

か
ら
は
、
一
問
一
答
方
式

が
採
用
さ
れ
て
お
り
時
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
再

質
問
が
で
き
ま
す
。

町政を質す！！
ただ

６人の議員が一般質問

一 般

　 質 問ここが
聞きた

い

定例会２日目及び３日目の一般質問では６人の議員が町政について質問しました。

ｐ５　笠原　吉範　議員
１　「第２期　八峰町　まち・ひと・し
　ごと創生総合戦略」について

ｐ９　芦崎　達美　議員
１　旧塙川小学校体育館の利活用につい
　て
２　新型コロナ対策による臨時休校で遅
　れた授業時間を確保できるのか

ｐ６　皆川　鉄也　議員
１　洋上風力発電について
２　遅れた授業時間のカバーは

ｐ７　山本　優人　議員
１　財産区管理事務について
２　加工企業等の誘致について

ｐ８　見上　政子　議員
１　利用しやすい庁舎に
２　新型コロナウイルス感染対策について
３　危険な空き家の撤去について

ｐ10　奈良　聡子　議員
１　能代山本広域風力発電事業について
２　新型コロナウイルス感染対応と情報
　発信について
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一 般 質 問一 般 質 問

町
長
は
洋
上

風
力
発
電
に

つ
い
て
健
康
、
景
観
、
漁

業
に
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
を
条
件
と
し
て
い
る

が
、
ま
だ
い
ず
れ
も
具
体

的
な
事
例
や
数
字
等
は
示

さ
れ
て
い
な
い
。
再
エ
ネ

海
域
利
用
法
に
よ
る
促
進

区
域
に
能
代
市
、
三
種
町
、

男
鹿
市
が
、
ま
た
、
準
有

望
区
域
に
は
八
峰
町
、
能

代
市
沖
が
有
力
候
補
と
な

る
可
能
性
が
高
い
。
事
業

者
に
よ
る
計
画
が
進
行
す

る
中
、
近
隣
関
係
市
町
と

の
連
携
も
含
め
、
ど
の
よ

う
に
対
応
す
る
つ
も
り
か
。

町
の
資
源
で

あ
る
強
い
風

を
元
気
な
八
峰
町
づ
く
り

に
活
用
し
て
い
き
た
い
と

い
う
の
が
私
の
基
本
的
な

考
え
方
。
八
峰
町
、
能
代

市
沖
も
洋
上
風
力
発
電
事

業
の
た
め
、
海
域
の
利
用

を
進
め
る
促
進
区
域
に
承

認
さ
れ
れ
ば
法
定
協
議
会

が
設
置
さ
れ
る
。
そ
の
際

に
は
町
民
の
関
心
も
高
い

課
題
な
の
で
地
域
振
興
、

漁
業
振
興
も
含
め
抱
え
る

懸
念
や
意
見
を
申
し
述
べ

た
い
。

皆川　鉄也　議員

皆
川

町
長

洋
上
風
力
発
電
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
対
応
は

町
長
　

町
民
の
意
見
を

　
　
　
　
　
　
法
定
協
議
会
に

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
に
よ
る
全
国
都
道

府
県
緊
急
事
態
宣
言
や
全

国
一
斉
休
校
措
置
で
児
童

生
徒
の
授
業
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
大
き
く
変
更
さ
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
学
力
低
下
等

の
影
響
が
あ
っ
て
は
な
ら

ず
、
こ
の
遅
れ
た
授
業
時

間
を
ど
う
カ
バ
ー
し
回
復

を
図
る
か
。

臨
時
休
校
措

置
が
年
度
末
、

あ
る
い
は
年
度
初
め
と
な

っ
た
た
め
担
任
教
諭
が
対

応
に
苦
慮
し
た
と
思
う
が
、

各
学
年
の
未
履
修
を
確
認

し
た
と
こ
ろ
、
小
学
校
で

７
〜
23
時
間
、
中
学
校
で

は
20
〜
30
時
間
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
国
語
、

社
会
、
数
学
、
算
数
の
系

統
性
の
高
い
教
科
は
次
の

学
年
で
回
復
授
業
を
実
施

し
、
年
度
末
の
ま
と
め
が

多
か
っ
た
こ
と
か
ら
新
学

期
１
週
間
程
度
で
回
復
で

き
た
。
そ
の
後
の
回
復
措

置
に
つ
い
て
は
標
準
授
業

日
数
35
週
の
と
こ
ろ
を
40

週
設
定
し
て
い
る
こ
と
や

学
校
行
事
の
見
直
し
、
縮

減
を
行
っ
て
い
る
の
で
そ

の
時
間
を
授
業
に
充
て
て

い
る
。
今
後
再
度
の
臨
時

休
校
が
無
い
限
り
長
期
休

校
日
の
短
縮
に
よ
る
授
業

時
間
確
保
は
必
要
が
な
い

と
判
断
さ
れ
る
。

コ
ロ
ナ
感
染
で
遅
れ
た

　
　
授
業
数
の
カ
バ
ー
は
　

教
育
長
　

学
校
行
事
の
見
直
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
縮
減
で
対
応

どうなる？景観

地元野菜で食品加工を！

Ｊ
Ａ
や
ま
も

と
の
合
併
協

か
ら
の
離
脱
で
、
市
場
で

の
販
売
力
が
弱
ま
り
、
農

産
物
の
販
売
価
格
の
低
下

な
ど
が
危
惧
さ
れ
る
。
農

業
者
の
生
産
物
価
格
の
安

定
を
確
保
す
る
に
は
、
生

産
地
で
あ
る
こ
の
町
に
加

工
企
業
が
必
要
と
考
え
る
。

　
食
の
安
全
や
消
費
者
の

健
康
志
向
に
マ
ッ
チ
し
た

商
品
を
開
発
・
製
造
す
る

財
産
区
で
取

り
扱
う
資
金

に
つ
い
て
は
、
財
産
区
の

執
行
機
関
と
し
て
町
長
が

財
産
管
理
処
分
を
執
行
し
、

会
計
管
理
者
が
出
納
事
務

を
行
い
、
監
査
は
町
の
監

査
委
員
が
あ
た
り
、
議
決

機
関
と
し
て
町
議
会
が
あ

た
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
財
産
区
の
自
主

性
を
尊
重
し
て
管
理
運
営

を
図
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

沢
目
財
産
区
管
理
会
に
関

す
る
条
例
に
よ
り
財
産
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
管

理
会
の
同
意
を
得
て
実
施

す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
財
産
区
収
入
の
剰
余

金
の
管
理
の
状
況
と
財
産

区
管
理
者
と
し
て
の
財
産

区
の
あ
り
方
は
。

財
産
区
特
別

会
計
に
お
い

て
生
じ
た
剰
余
金
は
、
決

算
確
定
後
に
翌
年
度
予
算山本　優人　議員

山
本

山
本

町
長

財
産
区
剰
余
金
は
基
金
に

町
長
　

町
が
管
理
す
る
の
は

　
　
　
　
　
　
　
無
理
が
あ
る

企
業
誘
致
は

　
食
品
加
工
業
者
に
絞
れ

町
長
　

食
品
加
工
企
業
と
の

　
　
　
　
　
　
情
報
交
換
す
る

メ
ー
カ
ー
や
、
コ
ン
ビ
ニ

の
店
舗
数
拡
大
に
伴
い
惣

菜
・
弁
当
な
ど
の
メ
ー
カ

ー
が
生
産
拠
点
を
増
や
し

て
い
る
。

　
農
産
物
の
加
工
企
業
の

誘
致
に
取
り
組
む
考
え
は
。

町
内
に
お
け

る
加
工
業
の

振
興
と
「
能
代
山
本
関
東

圏
企
業
懇
談
会
」
な
ど
に

お
い
て
食
品
加
工
企
業
と

の
情
報
交
換
に
努
め
る
。

の
繰
越
金
と
し
て
全
額
計

上
し
て
い
て
、
財
産
区
の

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

町
か
ら
独
立
し
た
権
利
を

持
つ
「
特
別
地
方
公
共
団

体
」
で
あ
る
財
産
区
が
、

自
ら
の
判
断
で
行
う
行
為

と
認
識
し
て
い
る
。

公
金
で
あ
る

財
産
区
収
入

の
95
％
は
財
産
区
に
支
出

し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
、

そ
の
95
％
の
支
出
の
使
い

方
は
。

地
域
住
民
の

福
祉
の
増
進

に
使
わ
れ
て
い
る
が
、
そ

皆
川

教
育
長

山
本

の
中
身
ま
で
は
分
か
ら
な

い
。

毎
年
、
財
産

区
管
理
会
が

必
要
と
す
る
資
金
の
明
細

を
出
す
べ
き
で
、
数
千
万

円
の
剰
余
金
は
財
産
区
基

金
と
し
て
町
が
管
理
す
る

も
の
と
考
え
る
が
。

沢
目
財
産
区

と
い
う
特
別

地
方
公
共
団
体
の
収
入
で

あ
り
、
そ
の
固
有
の
収
入

を
町
が
条
件
を
つ
け
て
使

用
す
る
の
は
無
理
だ
と
思

う
。

町
長

町
長

町
長

山
本
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一 般 質 問一 般 質 問

現
在
の
庁
舎

に
来
庁
者
の

た
め
の
待
合
室
や
閲
覧
室

が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
ま
た
、
入
口
に
「
帰
り

は
送
り
ま
す
」
の
ス
テ
ッ

カ
ー
を
張
れ
な
い
か
。

　
庁
舎
内
に
議
会
を
中
継

す
る
テ
レ
ビ
の
設
置
は
で

き
な
い
か
。

待
合
室
は
面

積
的
に
確
保

で
き
な
い
。

　
ス
テ
ッ
カ
ー
の
張
り
出

し
は
、
バ
ス
会
社
に
路
線

維
持
を
依
頼
し
て
い
る
立

場
上
で
き
な
い
。

　
議
会
の
テ
レ
ビ
中
継
は
、

実
施
の
方
法
等
に
つ
い
て

議
会
側
か
ら
要
望
が
あ
っ

た
場
合
に
は
協
議
す
る
。

　

学
校
で
の
３

密
の
予
防
対

策
は
。

　
休
校
中
の
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
な
ど
な
ぜ
も
っ
と
タ

ブ
レ
ッ
ト
（※

）
が
生
か

さ
れ
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
未
配
線

家
庭
に
補
助
を
考
え
な
い

か
。
　
休
校
中
の
学
校
給
食
調

理
員
の
全
額
休
業
補
償
の

考
え
は
。

見上　政子　議員

見
上

見
上

町
長 利

用
し
や
す
い
庁
舎
に

町
長
　

待
合
室
は
確
保
で
き
な
い

危
険
な
空
き

家
は
何
件
か
。

相
続
人
が
県
外
、
生
活
困

窮
者
の
場
合
、
解
体
補
助

の
50
万
円
で
は
対
応
が
無

理
で
は
な
い
か
。

倒
壊
の
緊
急

度
が
高
い
空

き
家
は
、
30
棟
あ
る
。
所

有
者
が
早
急
に
対
応
で
き

な
い
場
合
は
、
八
峰
消
防

署
の
協
力
で
屋
根
・
外
壁

等
の
飛
散
防
止
の
応
急
措

置
を
と
る
。
持
ち
主
に
制

度
の
説
明
を
し
、
２
年
、

３
年
の
分
割
払
い
の
相
談

に
も
応
じ
る
。

見
上

町
長

危
険
な
空
き
家
の
撤
去

町
長
　

分
割
払
い
の
相
談
に
応
じ
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
　
　
感
染
対
策
は

教
育
長
　

う
が
い
・
手
洗
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
換
気
等

「指定避難所」に指定されている旧塙川小学校体育館

待合室がなく手狭な役場庁舎

農
家
の
機
械

は
年
々
大
型

化
し
、
個
々
の
格
納
ス
ペ

ー
ス
も
手
狭
に
な
っ
て
お

り
、
格
納
庫
を
建
て
る
に

も
、
場
所
や
面
積
等
で
大

変
苦
慮
し
て
い
る
。

　
旧
塙
川
小
学
校
の
体
育

館
を
格
納
庫
と
し
て
利
用

さ
せ
る
考
え
は
な
い
か
。

格
納
庫
と
し

て
利
用
す
る

場
合
、
改
修
工
事
が
必
要

に
な
る
。
「
地
域
防
災
計

画
」
に
よ
り
「
指
定
避
難

所
」
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

避
難
場
所
と
し
て
必
要
な

建
物
の
保
温
性
等
が
大
き

く
損
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
、
利
用
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

避
難
場
所
と

し
て
体
育
館

で
な
く
て
も
教
室
も
あ
り
、

体
育
館
だ
け
が
避
難
場
所

で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

は
思
わ
な
い
。
予
算
は
か

か
る
が
少
し
で
も
農
家
の

支
援
に
な
る
と
考
え
ら
れ

る
。

芦崎　達美　議員

芦
崎

町
長

芦
崎

体
育
館
を
農
機
格
納
庫
に

町
長
　

指
定
避
難
所
の
た
め
難
し
い

新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
よ
る

臨
時
休
校
で
、
遅
れ
た
授

業
時
間
を
今
後
ど
ん
な
形

で
確
保
す
る
の
か
。　
　

　
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
よ
る

体
調
不
良
の
子
ど
も
は
い

な
か
っ
た
の
か
。

　
手
洗
い
、
う
が
い
、
マ

ス
ク
の
使
用
な
ど
マ
ナ
ー

は
守
ら
れ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
マ
ス
ク
の
数
は
足

り
て
い
る
の
か
。

授
業
時
間
に

余
裕
を
も
っ

た
年
間
計
画
を
立
て
て
い

る
こ
と
や
、
学
校
行
事
等

の
中
止
や
縮
小
な
ど
に
よ

り
、
そ
の
時
間
を
授
業
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
、
長

期
休
校
日
の
短
縮
等
を
行

う
必
要
は
な
い
。

　
臨
時
休
校
明
け
は
元
気

が
な
く
、
す
ぐ
疲
れ
る
様

子
が
見
ら
れ
た
が
、
今
は

元
気
に
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
る
。

　
手
洗
い
・
う
が
い
の
励

行
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
定

期
的
な
換
気
で
今
後
も
感

染
予
防
を
行
う
よ
う
指
導

す
る
。
マ
ス
ク
の
数
は
寄

贈
・
配
布
、
家
庭
で
の
手

作
り
な
ど
で
現
状
に
お
い

て
足
り
て
い
る
。

芦
崎

教
育
長

休
校
で
遅
れ
た

　
　
授
業
時
間
の
確
保
は

教
育
長
　

長
期
休
校
日
の

　
　
　
　
　
短
縮
は
必
要
な
い

予
算
の
問
題

で
は
な
く
、

安
易
に
防
災
計
画
を
変
え

て
体
育
館
を
格
納
庫
に
す

る
こ
と
に
は
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
避
難
所

各
校
で
は
、

う
が
い
・
手

洗
い
の
励
行
、
マ
ス
ク
着

用
、
定
期
的
な
換
気
を
行

う
な
ど
、
ま
た
、
一
部
の

学
年
が
教
室
で
給
食
を
食

べ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

通
学
バ
ス
は
乗
車
場
所
の

変
更
で
余
裕
の
あ
る
乗
車

数
に
し
、
会
話
を
控
え
る

こ
と
や
マ
ス
ク
の
着
用
、

換
気
な
ど
で
対
応
し
て
い

る
。
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
し
出

し
は
可
能
だ
が
、
全
児
童

分
の
台
数
が
な
く
、
家
庭

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線

等
の
設
備
へ
の
補
助
は
、

毎
月
の
使
用
料
が
か
か
っ

て
い
く
こ
と
か
ら
難
し
い
。

　
給
食
職
員
の
休
業
補
償

は
状
況
に
鑑
み
３
月
中
は

６
割
補
償
と
し
、
４
月
か

ら
全
額
支
給
と
し
た
。

教
育
長

を
変
え
る
と
な
れ
ば
、
大

き
な
説
明
責
任
が
あ
る
た

め
難
し
い
。
代
替
策
が
あ

る
の
か
ど
う
か
若
手
農
業

者
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
。

（※

）
タ
ブ
レ
ッ
ト
＝
板
状
・
薄
型
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
。
軽
量
で
持
ち
運
び
に
便
利
。

町
長



1011 第57号（令和２年７月22日発行）八峰町議会だより八峰町議会だより

一 般 質 問

第57号（令和２年７月22日発行）

白
神
ウ
イ
ン

ド
社
は
八
峰

町
と
能
代
市
の
６
カ
所
に

高
さ
１
４
７
ｍ
、
羽
の
直

径
１
１
５
ｍ
の
風
車
計
25

基
の
大
規
模
風
力
発
電
を

計
画
中
だ
が
、
景
観
や
渡

り
鳥
等
へ
の
影
響
、
悪
天

候
に
よ
る
破
損
事
故
、
低

周
波
、
電
波
障
害
等
多
大

な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

事
業
の
是
非
を
住
民
が
判

断
で
き
る
よ
う
に
、
建
設

予
定
地
や
地
域
に
及
ぼ
す

利
害
等
、
町
が
積
極
的
に

情
報
開
示
す
べ
き
で
は
。

　
ま
た
、
能
代
市
は
議
会

に
諮
ら
ず
に
農
山
漁
村
再

エ
ネ
法
に
基
づ
く
法
定
協

議
会
を
設
置
。
当
町
の
見

解
と
本
事
業
へ
の
ス
タ
ン

ス
は
。

事
業
者
の
責

任
で
計
画
の

正
確
な
情
報
が
伝
え
ら
れ

る
も
の
と
考
え
る
。
ご
指

摘
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
国
が

明
ら
か
な
関
連
を
示
す
知

見
を
確
認
で
き
な
い
、
高

い
専
門
性
が
必
要
、
主
観

に
よ
り
見
方
が
異
な
る
、

事
業
者
が
現
在
の
法
律
の

枠
組
内
で
進
め
て
い
る
こ

と
等
勘
案
し
、
町
が
情
報

提
供
す
る
こ
と
に
は
慎
重

で
あ
る
べ
き
だ
。

　
能
代
市
の
件
は
別
の
行

政
エ
リ
ア
の
長
が
コ
メ
ン

ト
す
る
こ
と
で
は
な
い
が
、

市
長
と
は
脱
二
酸
化
炭
素

社
会
実
現
へ
の
取
り
組
み

と
、
風
力
発
電
の
よ
う
な

ク
リ
ー
ン
な
再
エ
ネ
導
入

が
必
要
だ
と
い
う
思
い
は

共
有
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
る
。
健
康
、
景
観
、
漁

業
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い

こ
と
、
事
業
者
の
確
実
な

環
境
ア
セ
ス
の
実
施
を
前

提
に
「
強
い
風
」
を
町
づ

く
り
に
活
用
し
た
い
と
い

う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
。

現在、トラブルなく給付されている特別定額給付金これまでに準備した備蓄品

奈良　聡子　議員

奈
良

町
長

広
域
風
力

利
害
等
町
が
情
報
開
示
を

町
長
　

国
の
知
見
な
く

　
　
　
　
　
慎
重
で
あ
る
べ
き

　
町
の
防
災
備
蓄
計
画
に

お
い
て
、
現
在
備
蓄
し
て

い
る
備
蓄
品
は
災
害
発
生

直
後
に
必
要
な
物
資
と
し

て
食
料
品
等
の
非
常
用
保

存
食
２
９
５
０
食
、
飲
料

水
２
１
３
６
リ
ッ
ト
ル
、

防
寒
用
品
の
毛
布
３
０
０

枚
な
ど
生
活
の
維
持
に
必

要
な
物
資
を
備
蓄
し
て
い

る
。

　
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
を

受
け
て
、
感
染
拡
大
予
防

と
し
て
マ
ス
ク
、
消
毒
液
、

体
温
計
な
ど
の
感
染
症
対

策
備
蓄
品
を
新
た
に
必
要

な
数
量
の
確
保
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
災
害
発
生
時
の

迅
速
な
対
応
を
図
る
た
め
、

中
心
的
な
備
蓄
場
所
で
あ

る
役
場
備
蓄
倉
庫
以
外
に

各
指
定
避
難
所
で
の
分
散

備
蓄
を
行
う
。 新

型
コ
ロ
ナ

へ
の
初
期
対

応
は
迅
速
だ
っ
た
が
、
緊

急
事
態
宣
言
以
降
は
遅
く

て
受
け
身
の
対
応
だ
っ
た
。

５
月
12
日
の
全
員
協
議
会

で
提
示
し
た
支
援
策
を
、

速
や
か
に
臨
時
議
会
を
招

集
し
、
執
行
す
べ
き
だ
っ

た
の
で
は
。

指
摘
は
真
摯

に
受
け
止
め

た
い
が
、
子
育
て
世
帯
等

に
つ
い
て
は
、
「
特
別
定

額
給
付
金
」
が
５
月
中
に

振
り
込
ま
れ
れ
ば
一
息
つ

け
る
の
で
は
な
い
か
、
同

時
に
町
の
さ
ら
な
る
支
援

内
容
を
ア
ナ
ウ
ン
ス
で
き

奈
良

町
長

コ
ロ
ナ
臨
時
議
会

　
　
必
要
だ
っ
た
の
で
は

町
長
　

「
特
別
定
額
給
付
金
」

　
　
　
　
　
　
　
支
給
に
力
点

適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて 適切な予算執行に向けて 
（予算審査付帯意見回答）

　３月定例会で予算特別委員会から、町当局に提出した付帯意見についての回答
です。（※回答は令和２年５月22日現在のもの） 

意
見
１

防
災
・
感
染
症
対
策
備
蓄
品
の
見
直

し
を

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
を
受
け

て
、
マ
ス
ク
、
消
毒
液
な
ど
の
備
蓄
品
数
量
の
適
正
化

等
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

答新
た
に
感
染
症
対
策
備
蓄
品
を
確
保

れ
ば
安
心
に
繋
が
り
、
６

月
議
会
対
応
で
い
い
の
で

は
と
判
断
し
た
。
ま
ず
は

「
特
別
定
額
給
付
金
」
を

ト
ラ
ブ
ル
な
く
予
定
通
り

届
け
る
こ
と
に
力
点
を
置

く
こ
と
と
し
た
。
「
新
型

コ
ロ
ナ
総
合
対
策
室
」
へ

の
事
業
者
か
ら
の
相
談
が

ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
臨
時
議
会
は
招

集
し
な
か
っ
た
。
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町
が
行
う
各
種
補
助
制

度
の
中
に
は
、
販
売
額
と

生
産
量
な
ど
の
金
額
や
数

量
等
に
よ
り
そ
の
効
果
を

客
観
的
に
検
証
で
き
る
も

の
と
、
そ
う
し
た
検
証
に

は
な
じ
ま
な
い
場
合
が
あ

る
も
の
と
考
え
る
。
今
後

は
、
各
補
助
事
業
の
目
的

及
び
性
質
に
応
じ
て
、
補

助
事
業
完
了
後
３
年
間
程

度
の
事
業
実
績
を
町
へ
報

告
し
て
も
ら
う
な
ど
、
補

助
事
業
の
効
果
を
的
確
に

把
握
す
る
こ
と
に
努
め
て

い
く
。

意
見
４

補
助
事
業
に
対
し
て
追
跡
調
査
を

　

各
種
補
助
金
・
助
成
金
を
計
上
し
て
い
る
団
体
・
個

人
へ
の
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
効
果
等
を
議

会
に
報
告
す
る
こ
と
。

答事
業
完
了
後
３
年
間
程
度
の
事
業
実

績
を
町
に
報
告
を
求
め
る

　
平
成
20
年
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
だ
が
、
受
け
入
れ
額
に

つ
い
て
は
平
成
29
年
度
を

ピ
ー
ク
に
減
少
に
転
じ
て

い
る
。

　
返
礼
品
に
つ
い
て
は
、

現
在
参
加
事
業
者
数
13
社
、

返
礼
品
数
72
品
目
だ
が
、

引
き
続
き
参
加
事
業
者
及

び
特
産
品
を
募
集
す
る
ほ

か
、
体
験
メ
ニ
ュ
ー
の
追

加
に
努
め
る
。

　
ま
た
、
申
込
方
法
に
つ

い
て
も
、
よ
り
多
く
の

人
々
の
目
に
留
ま
る
よ
う

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
複
数

化
も
進
め
て
い
く
。

意
見
２

ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
充
実
を

　

ふ
る
さ
と
納
税
の
受
け
入
れ
額
が
低
調
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
返
礼
品
の
メ
ニ
ュ
ー
を
増
や
す
な
ど
、
魅
力
あ

る
返
礼
品
の
充
実
に
努
め
る
こ
と
。

答引
き
続
き
特
産
品
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー

の
追
加
に
努
め
る

　
旧
塙
川
小
学
校
に
つ
い

て
は
、
平
成
28
年
度
に

「
旧
塙
川
小
学
校
利
活
用

計
画
検
討
会
」
を
開
催

し
、
「
町
内
の
産
業
を
活

性
化
し
経
済
を
よ
り
循
環

さ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な

雇
用
を
生
み
、
活
気
と
創

造
性
に
あ
ふ
れ
た
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、

産
業
振
興
及
び
地
元
雇
用

の
拡
大
等
に
資
す
る
利
活

用
を
最
優
先
と
す
る
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
地
域

活
動
を
支
え
る
た
め
、
地

域
住
民
の
交
流
の
場
の
確

保
に
も
配
慮
す
る
」
と
の

方
向
性
を
決
定
し
て
い
る

が
、
校
舎
及
び
体
育
館
に

つ
い
て
も
、
引
き
続
き
上

記
の
方
向
性
に
合
致
し
た

貸
与
先
の
確
保
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
後
空
き
施
設

と
な
る
峰
浜
地
区
の
塙
川

子
ど
も
園
と
沢
目
子
ど
も

園
に
つ
い
て
は
、
利
用
希

望
者
を
公
募
す
る
な
ど
、

遊
休
施
設
の
有
効
活
用
に

努
め
て
い
く
。

意
見
５

遊
休
施
設
の
有
効
活
用
を

　

空
き
施
設
と
な
っ
て
い
る
旧
塙
川
小
学
校
等
、
空
き

施
設
と
な
る
峰
浜
地
区
の
塙
川
子
ど
も
園
と
沢
目
子
ど

も
園
に
つ
い
て
、
利
用
希
望
者
の
公
募
を
行
う
な
ど
有

効
活
用
に
努
め
る
こ
と
。

答引
き
続
き
条
件
に
合
致
し
た
貸
付
先

確
保
に
努
力
す
る

　
町
と
し
て
は
、
よ
り
効

果
的
な
施
設
の
活
用
が
図

ら
れ
る
よ
う
適
切
な
維
持

管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

両
産
直
施
設
と
の
意
見
交

換
を
行
い
な
が
ら
、
互
い

の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

相
乗
効
果
が
発
揮
さ
れ
る

よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い

く
。

意
見
３

産
直
施
設
の
連
携
を
促
す
べ
き

　
産
直
施
設
の
維
持
に
多
額
の
支
出
が
伴
う
こ
と
か
ら
、

費
用
対
効
果
も
求
め
ら
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当町のふるさと納　税の返戻品（一部）

２施設のメリットを生かしながら経営を
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議員から町へ（意見・質疑）
（一部抜粋）

質疑　町独自の補助金を出せないのか。
答　運営費補助金は出せない。

意見　コロナウイルスを取り除いても、
経営の方向をみんなで検討する機会を設
けるべき。
答　コロナがなくても昨年同様に厳しい
状況である。今月（５月）に株主総会が
あり、経営改善計画を説明し、その後議
員の皆さんと協議する機会を設ける。
　ただ、現時点で経営が厳しい状況であ
り、町としては支援していきたい。

意見　全国的にハタハタ館のような温泉
施設はたくさんある。どうやったら認め
てもらえるかを考えると「食」。「食」
といえば「魚」だと考える。「食」の質
を落とすこと、そして人員削減でサービ
ス低下は絶対招いてはいけない。
意見　ハタハタ館はなくせない施設であ
り、協議が必要。料理については魚に統
一すべき。
答　幹部とも意見交換し、協議の場を設
ける方向で進める。

意見　ふりだしに戻り町民に愛される親
しみある施設でなければならない。エリ
アをどうするかも含め抜本的な対応が必
要であり、駄目ならやめてほしい。
答　エリアについては、北の玄関口と認
識している。道の駅指定についても進め
ており、エリアの中心施設としたい。施
設がなくならないよう危機的状況を乗り
越えていきたい。

議会全員協議会から ハタハタの　里観光事業（株）への経済支援について

町からの説明

●宿泊、宴会等のキャンセル状況と影響額

区分

 宿泊 509 4,188

 宴会・仕出し等 1,035 3,933

 合計 1,544 8,121

区分 令和２年売上額 前年売上額 増減 増減率

 ２月（税抜） 10,299 8,839 1,460 16.5

 ３月（税抜） 7,501 10,106 ▲2,605 ▲25.8

 ４月（税込） 3,387 14,189 ▲10,802 ▲76.1

 合計 21,187 33,134 ▲11,947 ▲36.1

延べ人数（人）影響額（千円）

●前年同月売上額の比較

　当町では、５月12日（火）及び５月26日（火）に議会全員協　議会が開催され、町からコロナウィルス感染症（予防・経済支援）対策や野菜集出荷施設の無償譲渡等に
ついて説明がありました。
　その中で、ハタハタの里観光事業株式会社（ハタハタ館）　への経済支援についてお知らせします。

教育産業建設
常任委員会

委 員 長　山本優人
副委員長　腰山良悦
委　　員　須藤正人、見上政子、
　　　　　菊地　薫、皆川鉄也

　６月12日定例会終了後、委員会を開催
し、「ハタハタ館の運営管理について」話し
合いました。
　委員からは、ハタハタ館は、今年策定され
た「経営改善計画」を基本に、赤字解消に向
け取り組んで行くことを前提としながらも
「経営能力がある人を公募や協力隊で募集し
たらどうだ」「追加投資してでも母体を変え
ていかないといけないと思う」「（もし外部
委託等になったら）第三者が入って町民がな
じめるのか。親しみを持てるのか。町民に愛
されないと。」「ハタハタ館と産直を一本に
したらどうか」「社員と話し合いの場を」等
さまざまな意見が出されました。
　委員会終了後、新たな取り組みの経過を見
ながら判断していくことにはなるが将来的に
は「人材を確保しスタッフを充実させる必要
があるのではないか」「事業改善計画自体後
ろ向きで、他施設のリニューアル等の外的要
因の列記が目立つ」「とにかく現状のままで
は赤字体質からは抜け出せない」「議会全員
協議会での話は理解した。しかし、経営改善
計画どおりにいかなかった場合、民間から経
営トップを人件費をかけても募集する。レス
トランについて外部委託も検討するべき。」
という旨を町長及び議長に報告しました。

●ハタハタ館に対する町の基本的な考え方
①ハタハタ館は町の観光振興の大きな拠点であ
り、知名度的にも「八峰町といえばハタハタ
館」と言われるほどであり、町としては守っ
ていかなければならない施設。

②今回のコロナウイルス感染症は未曾有の災
い。

　この厳しい状況を乗り越えるべく、国や県の
支援策に加えて、町としての緊急的な経済支
援が必要。
③ハタハタの里観光事業（株）には次のことを
要請済。

・町民への感染リスクを少なくするため、感染
防止を徹底するとともに、特に県外客の受け
入れについては、「八峰町新型コロナウイル
ス対策本部」と連携を取りながら営業するこ
と。

・従業員を解雇させないための国の「雇用調整助成金」や「持
続化給付金」を活用すること。

・資金繰り対策のため無利子、無保証、無担保の「経営安定資
金」の借り入れを検討すること。

・県や町が予定している観光振興策を多く取り込めるような観
光プランを検討すること。

・慢性的な赤字解消に向けた「経営改善計画」を確実に実行す
ること。

●町としての対応
①今年度の指定管理料の前倒し
②八峰町観光振興基金（1,500万円・無利子）の貸し付け
③事業継続臨時交付金（１事業所20万円）

●現在検討している今後の経済支援策
①町内宿泊施設を対象とした助成事業
②飲食にも使用できる高率のプレミアム商品券発行事業
③支払いを猶予している水道、下水道料の減免

（単位：千円、％）


